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都留市の高齢者人口と高齢化率
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推計値

設置の背景①

出典：都留市人口ビジョン第2版

・総人口は減少するが、高齢者人口は横ばいで推移している。
・高齢化率は、年々上昇している。
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大学生人口を除くと

32.0％

図表1



都留市の高齢者世帯 設置の背景②
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出典：高齢者祉基礎調査

・高齢者世帯（６５歳以上の世帯）
も年々増加している。
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図表2

高齢者の安全に関する客観的データ 設置の背景③

【一般負傷による救急搬送の年齢層別件数 2013～2017年合計】

出典：救急搬送データ
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・年齢層別では65歳以上が全体の約6割を

占め、特に80～89歳の年齢層で救急搬送が

多く生じている。
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火災や自然災害、また水難や交通などに起因する事故以外の不慮の事故によって負傷したもの
図表3



区分 団体・組織名 委員数

住民組織
民間団体等

（14名）

老人クラブ連合会 1名

通所介護事業所 2名

認知症疾患センター 1名

都留市社会福祉協議会 1名

「いーばしょ」（高齢者の通いの場） 1名

民生委員・主任児童委員 1名

鶴寿大学 1名

明治安田厚生事業団 体力医学研究所 1名

居宅介護支援事業所 1名

都留市立病院 1名

介護老人保健施設 1名

健康科学大学（学生） 1名

都留文科大学（学生） 1名

行政機関
（５名） 市（長寿介護課、企画課、生涯学習課） ５名
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対策委員会の委員構成

対策委員会の経過

回数 開催日 内容

第1回～
第6回

2018年10月 ～ 2019年6月
対策委員会合同会議
（主観的意見と統計データの検討）

第7回～
第11回

201９年７月 ～ 2019年11月
個別対策委員会
（主観的意見と統計データの関連付け、重点課題の決定）

2019年10月 8日 秩父市セーフコミュニティ事前審査視察研修

2019年12月 5日 ～ 12月6日
対策委員会合同会議（各委員会との情報共有）、
第3回推進協議会（設置の背景から重点課題まで発表）

第12回～
第14回

2020年1月 ～ 2020年3月
個別対策委員会
（既存の主な制度から取組みまでの検討）

2020年3月18日
第4回推進協議会
（事前指導に向けて設置の背景から取組みまで発表）

第15回～
第18回

2020年7月27日 ～ 10月22日
個別対策委員会
（今後の取組みについて検討）

2020年11月17日 評価指標となるアンケート調査の実施

第19回～
第20回 2021年1月28日 ～ 2月10日

個別対策委員会
（事前指導の改善、取組みと成果指標、アンケート結果）
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高齢者の安全に関する主観的意見
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【ヒト】

・一人暮らし世帯が多い
・身体の弱った方が多い

【場所】

・自宅内で危険な場所が多い
・人が集まる場所や店舗など

が地域によって少ない

【状況】

・生活を成り立たせるため
公共交通機関が少ない

・地域での支え合いが行き
行き届かない

出典：平成25年度基本チェックリスト調査結果

7

8.5

15.4

24.3

7.6

17.3

24.9

11.7

20.5

32.0

0

5

10

15

20

25

30

35

*閉じこもりの傾向 運動器（膝痛・腰痛）の機能低下 認知機能の低下

全国平均 県平均 都留市

【都留市の高齢者の健康課題 国・県・市比較 2013年】

全国・県と比較すると、それぞれの

項目において高い値になっている。
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図表4

＊閉じこもりとは、生活の活動空間がほぼ家の中になることで、運動不
足になったり、人との交流が減ることで、心身とも機能低下を招くことを
言います。



【一般負傷による救急搬送の場所別件数（65歳以上） 2013年～2017年の合計件数】
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出典：救急搬送データ
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・場所別でみると、「自宅(屋内)」が多い。

図表5
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出典：救急搬送データ

【一般負傷による救急搬送の受傷原因別件数 65歳以上 2013年～2017年の合計件数】
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高齢者の安全に関する客観的データ

【転倒による救急搬送の場所別件数（65歳以上） 2013～2017年の合計件数】

出典：救急搬送データ
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図表7

高齢者の安全に関する客観的データ

【自宅の環境・設備状況 201８年】

出典：安全・安心なまちづくりアンケート
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自宅の環境（段差の一例） 玄関 ⇔ 廊下 ⇔ 台所,トイレ

土間と式台の段差

廊下と台所の段差 廊下とトイレの段差

外と土間の段差

写真1

土間

式台

廊下

台所

日本家屋の特徴として、段差がとても多く、転倒するリスクが高い。
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自宅の環境（段差の一例） 廊下 ⇔ 脱衣室 ⇔ 浴室
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写真2

床タイルと浴槽の段差 浴槽の深さ

浴室

脱衣室

床タイルと脱衣室の段差 廊下と脱衣室の段差



【閉じこもりの予防・支援に関する設問の回答結果 2018年】

出典：生活状況調査
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図表9

主観的 客観的 問題点

ヒト

・一人暮らし世帯が多い。

・身体の弱った方が多い。

救急搬送の約6割が65歳以上の

高齢者であり、転倒や転落、誤嚥や

誤飲が原因となっている。

【図表３】【図表６】

１.転倒や転落が多い

２.誤嚥や誤飲が多い

３.閉じこもり

(心、身体、環境)

場所

・自宅内で危険な場所が多い。

・人が集まる場所や店舗など

が地域によっては少ない。

・地域での支え合いが行き

届かない。

救急搬送となる事故の発生場所は

住宅であり、自宅(屋内)が多くなっ

ている。

【図表５】

状況

・生活を成り立たせるための

公共交通機関も少ない。

・地域での支え合いが行き届

かない。

外出機会が少なくなっており、閉

じこもりが増加傾向にある。

【図表４】【図表9】
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高齢者の安全に関する問題点



問題点の整理

認知機能の低下

転倒や転落が多い 誤嚥や誤飲が多い

問題点１～３の身体機能の低下や心の機能の低下により、認知機能の低下を招くこと

も考えられ、相互に関連しあっている。
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閉じこもり
（心・身体・環境）

問題点 根拠 目標・重点課題

重点

課題

１

転倒や転落が多い

・救急搬送の年齢層別件数【図表３】

・都留市の高齢者の健康課題【図表４】

・救急搬送の場所別件数【図表５】

・救急搬送の受傷原因別件数【図表６】

転倒や転落を減らすために、健康な身体づ

くりと、安全な住環境の整備を普及する。

重点

課題

２

誤嚥や誤飲が多い
・救急搬送の年齢層別件数【図表３】

・救急搬送の受傷原因別件数【図表６】

誤嚥や誤飲を減らすために、口腔ケアなど

の健康な身体づくりと、社会参加による会

話の機会を設ける。

重点

課題

３

閉じこもり

(心、身体、環境)

・都留市の高齢者の健康課題【図表４】

・閉じこもりの予防・支援に関する設問

の回答結果【図表９】

健康な心と身体を作り、安全な環境を整備

することで閉じこもりを減らし、社会参加

の機会を増やす。

高齢者の安全に関する重点課題
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既存の主な制度、取組み一覧

重点課題
対 策

方向性 国・県 市 地域

①転倒や転落を減ら
すために、健康な身
体づくりと、安全な
住環境の整備を普及
する。

教育
啓発

・一般介護予防 ・「いーばしょ」の開設支援
・理学療法士や運動指導士の

派遣
・はつらつ健康ポイント手帳
・健康ジム無料券の配布

・「いーばしょ」、サロン、
老人クラブ等での活動

・「今、生きてます体操」、
「楽ひざ体操」の実践

・はつらつ健康ポイント手帳
を活用した自主的な活動

規制
・介護保険法

環境
整備

・介護保険制度
（住宅環境の整備）

・バリアフリー
新法

・第7期高齢者福祉計画、
介護保険事業計画

・車いすの貸出

【対策委員会】
取組み１ ：「今、生きてます体操」、「楽ひざ体操」の普及

取組み２ ：住環境の点検表（リーフレット）作成と周知
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既存の主な制度、取組み一覧

重点課題
対 策

方向性 国・県 市 地域

②誤嚥や誤飲を減ら
すために、口腔ケア
などの健康な身体づ
くりと、社会参加に
よる会話の機会を設
ける。

教育
啓発

・一般介護予防 ・「いーばしょ」の開設支援
・理学療法士や運動指導士の

派遣
・はつらつ健康ポイント手帳

・「いーばしょ」、サロン、
老人クラブ等での活動

・「健口体操」の実践
・はつらつ健康ポイント手帳
を活用した自主的な活動

規制
・介護保険法

環境
整備

・第7期高齢者福祉計画、
介護保険事業計画

19

【対策委員会】
取組み３ ：口腔ケアの普及



既存の主な制度、取組み一覧

重点課題
対 策

方向性 国・県 市 地域

③健康な心と身体を
作り、安全な環境を
整備することで閉じ
こもりを減らし、社
会参加の機会を増や
す。

教育
啓発

・一般介護予防 ・「いーばしょ」の開設支援
・理学療法士や運動指導士の

派遣
・はつらつ健康ポイント手帳
・健康ジム無料券の配布

・「いーばしょ」、サロン、
老人クラブ等での活動

・「今、生きてます体操」、
「楽ひざ体操」の実践

・はつらつ健康ポイント手帳
を活用した自主的な活動

規制
・介護保険法

環境
整備

・介護保険法
・道路運送法

・第7期高齢者福祉計画、
介護保険事業計画

・市内循環バス、
予約型乗合タクシー

【対策委員会】
取組み４：地域での集まりの場の周知とサポート

20

重点課題、方向性、重点対象、取組みの整理

21

重点課題
１

重点課題
2

重点課題
3

自宅及び周辺で
の転倒を減らす

健康な身体づく
りの周知

高齢者の集まる
場の充実

高齢者と
地域住民

高齢者全般

取組み①

「今、生きてます体操」

「楽ひざ体操」の普及

取組み②

住環境の点検表（リーフ

レット）作成と周知

取組み③

口腔ケアの普及

取組み④

地域での集まりの場の

周知とサポート

高齢者と

その家族

重点課題 方向性 重点対象



重点 転倒や転落を減らすために、健康な身体づくりと、
課題１ 安全な住環境の整備を啓発する。

取組み① 「今、生きてます体操」 、「楽ひざ体操」 の普及

対策委員会の取組内容（５W１Hで記載）
成果指標

（取組みの効果を測るための目安）

【誰が】 対策委員会 〔意識・知識〕

チラシの配布数

普及活動の実施回数

アンケート調査の実施

〔態度・行動〕

体力測定

アンケート調査の実施

〔状況〕

転倒・転落する件数の割合の減少

【どこで】 各地域、高齢者の通いの場

【誰に】 地域住民、通いの場の参加者

①【何を】

【どうやって】

チラシ

回覧板でまわす

②【何を】

【どうやって】

DVDを活用して

通いの場で一緒に体操
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取組①
「今、生きてます体操」、「楽ひざ体操」の普及活動
（1）回覧板を活用した普及活動
（2）通いの場でDVDを活用した普及活動

これまでの取組

・ローカルTVで毎日（午前10時、正午、午後3時）放映
・チラシの作成
・実態把握するためのアンケート調査を実施

対策委員会の
関り方

・チラシの作成 ・アンケート調査の実施 ・回覧板による周知を地域に依頼
・通いの場で一緒に体操

指標 内容 測定方法 2018 2020

意識・知識
（短期）

―

態度・行動
（中期）

―

状況
（長期）

―

23

「今、生きてます
体操」、「楽ひざ
体操」の周知

チラシの配布枚数、
普及活動の実施回
数、アンケート調
査

「今、生きてます
体操」、「楽ひざ
体操」を行ってい
る人の割合

転倒、転落による
救急搬送件数

体力測定（「いー
ばしょ」などの高
齢者が集まる場
所）、アンケート
調査

市民意識調査 2017年一般負傷による
救急搬送の受傷原因別件
数65歳以上
転倒89件、転落8件

「今、生きてます体操」、
「楽ひざ体操」を知ってい
る42.7％（73人/171人）

（アンケート調査）

身体機能の向上、転倒しな
いための意識づくりしてる
69.0％（118人/171人）

（救急搬送データ）

（アンケート調査）



取組み① これまでの取組み
ローカルTVで毎日放映1 2 チラシの作成

3 実態把握アンケート調査

「楽ひざ体操」

「今、生きてます体操」

（正午）

（午前10時、午後3時）

A3サイズ カラー

各2,000枚作成
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日 時：令和2年11月17日（火）

場 所：市内商業施設（谷村地区）

対象者：市内在住の６５歳以上 無作為

調査数：171人（男58人、女113人）

重点 転倒や転落を減らすために、健康な身体づくりと、
課題１ 安全な住環境の整備を啓発する。

取組み②住環境の点検表（リーフレット）作成と周知

対策委員会の取組内容（５W１Hで記載）
成果指標

（取組みの効果を測るための目安）

【誰が】 対策委員会 〔意識・知識〕

リーフレットの配布数

普及活動の実施回数

アンケート調査の実施

〔態度・行動〕

住環境を整えているかのアンケート

を実施

〔状況〕

転倒・転落する件数の割合の減少

【どこで】 「いーばしょ」、サロン、敬老会

【誰に】 高齢者とその家族

【何を】 点検表（リーフレット）による

住環境の確認

【どうやって】
リーフレット作成、配布

介護保険証郵送時に同封
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取組②
住環境による転倒予防リーフレット作成と周知
（1）リーフレット作成と配布による普及活動
（2）リーフレットを介護保険証と一緒に郵送する普及活動

これまでの取組
・リーフレットの作成
・実態把握するためのアンケート調査を実施

対策委員会の
関り方

・リーフレットの作成と配布 ・アンケート調査の実施 ・市担当課との協議
・高齢者集いの場の情報取集と他の対策委員会への情報提供

指標 内容 測定方法 2018 2020

意識・知識
（短期）

―

態度・行動
（中期）

―

状況
（長期） ―

26

住環境の整備や
転倒、転落予防
の周知

住環境を整えて
いる人や転倒、
転落予防してい
る人の割合

転倒、転落による
救急搬送件数

リーフレットの
配布枚数、
普及活動の実施
回数、
アンケート調査

アンケート調査

市民意識調査 2017年一般負傷によ
る救急搬送の受傷原因
別件数65歳以上
転倒89件、転落8件

一般負傷による救急搬送で
一番多い原因が「転倒」と
知っていた
42.7％（73人/171人）

家の中や外で転倒、転落し
ないために対策をしている
61.4％（105人/171人）

（アンケート調査）

（アンケート調査）

（救急搬送データ）

取組み② これまでの取組み
リーフレットの作成1 実態把握アンケート調査2

表面 裏面

家の中

Q.ここ1年の間に転倒した
場所はどこ？

Q.自主的に転倒しない対策
は何をしている？

3

内訳
居間 １
玄関 １
台所 １
廊下 １
不明 ３

不明

道路

畑

介護事業所

駐車場

118人中

171人中

1
1

1

1

庭

7

4

内容 人数

体操・ストレッチ 22

ウォーキング 19

健康ジム・筋トレ 15

歩き方を意識 17

手すりに掴まる 14

スポーツ 10

バリアフリー化 8

履物 6

杖、シルバーカー 4

床に物を置かない 3

118人/171人中
検討している様子

聞き取りによるアンケート調査を

実施している様子

27

2,000枚作成

A4サイズ カラー

図表10 図表11



重点 誤嚥や誤飲を減らすために、口腔ケアなどの健康な
課題２ 身体づくりと、社会参加による会話の機会を設ける。

対策委員会の取組内容（５W１Hで記載）
成果指標

（取組みの効果を測るための目安）

【誰が】 対策委員会 〔意識・知識〕

リーフレットの配布数

普及活動の実施回数

〔態度・行動〕

口腔ケアに対する意識の向上に

ついてアンケート調査の実施

〔状況〕

誤嚥・誤飲する件数の割合の減少

【どこで】 「いーばしょ」、サロン、敬老会

【誰に】 高齢者全般

【何を】 歯の磨き方・歯ブラシの使い方

健口体操

【どうやって】
リーフレット作成、配布

介護保険証郵送時に同封

取組み③口腔ケアの普及
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取組③
口腔ケアの普及
（1）リーフレット、チラシ作成と配布による普及活動
（2）リーフレットを介護保険証と一緒に郵送する普及活動

これまでの取組
・リーフレット作成 ・チラシ作成と配布
・口腔ケアグッズ配布
・実態把握するためのアンケート調査を実施

対策委員会の
関り方

・リーフレット、チラシ作成と配布 ・アンケート調査の実施 ・市担当課と
の協議 ・高齢者集いの場の情報収集と他の対策委員会への情報提供

指標 内容 測定方法 2018 2020

意識・知識
（短期）

―

態度・行動
（中期）

―

状況
（長期） ―
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オーラルフレイル
予防の周知

オーラルフレイル
予防を行っている
人の割合

誤嚥、誤飲による
救急搬送件数

リーフレットの
配布枚数
普及活動の実施
回数

アンケート調査

市民意識調査

口腔ケアのチラシとグッズ
約180セット配布

2017年一般負傷によ
る救急搬送の受傷原因
別件数65歳以上
食物の誤嚥、誤飲11件

（救急搬送データ）

（救急搬送データ）

お口の体操を行っている
３３.９％（５８人/１７１人）

定期的に歯科に行っている
５５.６％（９５人/１７１人）



取組み③ これまでの取組み
リーフレットの作成1 チラシの作成と配布2

口腔ケアグッズの配布3

実態把握アンケート調査4

✿誤嚥性肺炎に気をつけましょう✿

誤嚥性肺炎は、食べ物を飲み込む時の力が低下していて誤嚥をしてしまう

だけでなく、明らかにむせ込む様子がないまま、いつの間にか唾液や胃酸

に含まれる細菌が誤って肺の方へ入り込んでしまい起きることもあります。

✿舌苔(ぜったい)を知っていますか✿

舌苔は、細菌や食べかす、はがれた粘膜などが舌の表面に付いてできた

白い苔状のかたまりです。歯磨きが不充分だったり、唾液の量が少なかっ

たり、口呼吸をしていると、舌苔が付きやすくなると言われています。

舌苔が口臭の原因にもなったりします。

✿舌ブラシを使って舌をきれいに保ちましょう✿

3位　食物の誤飲・誤嚥

①舌の清掃は1日1回、朝に行うのがおすすめ。

②鏡を見ながら汚れている部分だけ行いましょう。

高齢者の一般負傷の危険ランキング

1位　転倒

2位　転落

⑥一度でキレイにしようとしない。

令和2年11月17日

都留市セーフコミュニティ 高齢者の安全対策委員会

③優しく磨きましょう。

④舌の奥から手前にブラシを動かしましょう。

⑤吐き気を防ぐには舌を思い切り前に出して行いましょう。

誤嚥予防のために口を清潔に保ちましょう。

チラシと舌ブラシ200セット

Q.ここ1年の間に何でむせた？

147人中

171人中

食べ物

その他

飲み物
21

21

5
具体的に
クッキー
豆類
酢の物
魚 など

0

具体的に
水
お茶
味噌汁

など
0

20

40

60

80

Q.1日に歯を何回磨く？

1

人

2 3 4 51
～
2

2
～
3

3
～
4

4
～
5

そ
の
他

73

6

29

22 4

48

22 1 2

回数
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アンケート調査とともに配布

A5サイズ カラー2,000枚作成

A3サイズ カラー

図表12 図表13

n＝171人

重点 健康な心と身体を作り安全な環境を整備することで、
課題３ 閉じこもりを減らし、社会参加の機会を増やす。

取組み④地域での集まりの場の周知とサポート

対策委員会の取組内容（５W１Hで記載）
成果指標

（取組みの効果を測るための目安）

【誰が】 対策委員会 〔意識・知識〕

通いの場のマップや冊子の作成、配布数

公共交通の地区別一覧表の作成、配布数

周知活動の実施回数

〔態度・行動〕

通いの場の認識に対する

アンケート実施

〔状況〕

通いの場の増加、参加者数の増加

【どこで】 各地域、高齢者の通いの場

【誰に】
地域住民、通いの場の参加者、

他の対策委員会【新たに追加】

①【何を】

【どうやって】

通いの場のマップや冊子

作成、配布

②【何を】

【どうやって】

公共交通の地区別一覧表

作成、配布
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取組④

地域での集まりの場の周知とサポート
（1）通いの場のマップ作成と配布による普及活動
（2）公共交通の地区別一覧表の作成と配布による普及活動
（3）他の対策委員会に「いーばしょ」などの情報提供

これまでの取組
・通いの場「いーばしょ」の所在や活動情報などを掲載した冊子作成
・実態把握するためのアンケート調査を実施

対策委員会の
関り方

・冊子の作成と配布 ・アンケート調査の実施
・高齢者集いの場の情報取集と他の対策委員会への情報提供

指標 内容 測定方法 2018 2020

意識・知識
（短期）

―

態度・行動
（中期）

―

状況
（長期）

―
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通いの場などの
周知

通いの場など
高齢者が集まる
場所に認識がある
人の割合

通いの場の数、
参加者数

冊子や地区別一覧
表の配布数、
普及活動の実施回数、
アンケート調査

アンケート調査

市民意識調査 「いーばしょ」開設数
22か所、延べ参加者数
5,329人

「いーばしょ」を知って
いる
39.8％（68人/171人）

ここ1年の間に人の集まる
場に参加した
46.8％（80人/171人）
参加した頻度は週1回以上
30.0％（24人/80人）

（アンケート調査）

（アンケート調査）

（地域包括支援センター）

取組み④ これまでの取組み
冊子の作成1 実態把握アンケート調査2

Q.ここ1年の間に人の集まる場所
に参加したものは？

A4サイズ カラー

全34ページ中
「いーばしょ」は
15ページから34ページ

11,000部作成

所在や活動内容など
詳しく紹介

内容 人数

老人クラブ 16

スポーツ 11

無尽会・食事会 9

コーラス・カラオケ 6

いきいきサロン 5

「いーばしょ」 4

お茶飲み 4

健康ジム 4

公民館学級 3

趣味の会 3

その他 15

33

図表14

n＝80人/１７１人



取組みごとの進捗状況・今後の展望

取組み①

「今、生きてます体操」

「楽ひざ体操」の普及

マップ、公共
交通の地区別
一覧表の検討

アンケート
調査の実施

ステップ1

取組み②

住環境の点検表（リーフ

レット）作成と周知

取組み③

口腔ケアの普及

取組み④

地域での集まりの場の

周知とサポート

回覧板で周知

マップ、公共
交通の地区別
一覧表の作成

通いの場で
一緒に体操

ステップ2

チラシ作成と
地域への依頼

リーフレット

内容の検討

リーフレット、

チラシ内容の

検討

集まりの場や
公共交通の情報
収集

ステップ3 ステップ4 ステップ5
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リーフレット
配布

リーフレット
作成

リーフレット、

チラシの作成

リーフレット、

チラシの配布

アンケート
調査の実施

アンケート
調査の実施

アンケート
調査の実施

通いの場で
体力測定

市担当課と
の協議

市担当課と
の協議

マップ、公共
交通の地区別
一覧表の周知

事前指導を受けて

審査員からのアドバイス 対策委員会での検討と反映

主観的・客観的な側面から検討して

きたことが分かった。心の健康（メン

タル）や交通安全など、他の委員会の

対策と重なる部分があると思うので、

次のステップとしてコラボレーション

していけると思う。

他の対策委員会に「いーばしょ」

をはじめ高齢者集まりの場などの情

報を共有することで連携を図るとと

もに、互いに効果的な普及・啓発活

動に努めていけるよう本委員会の取

組み④に追加した。
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セーフコミュニティ活動を通しての気づき

リモートを活用した会議

この委員会が

積極的に行動し

直接、普及活動を

していく事が大切。

長寿になる

ことで、出てくる

問題がある！？

健康でいる期間をできる

だけ長くするための取組み

を感覚ではなく、データで

確認することで、必要性を

きちんと認識できた。

この活動を通して、

「安全」について再認識し、

私自身80歳を越えている

ので、SC活動の大切さを

更に広めていきたい。

データ等で

高齢者の生活は予想外

に大変と感じた。

積極的に高齢者の生活

支援等に参加したい。
住環境の点検表の検討

客観的データから

明らかになり、

データの必要性を

改めて感じた。

都留市オリ

ジナリィティ

の安全対策

を考える。
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コロナ禍でも

アンケートにて、

高齢者の生の声を

聞きたい。何かで

きることはないか？

ご清聴ありがとうございました。



基本チェックリストとは 無尽とは

高齢者が自分の生活や健康状態を振り返り、

心身の機能の中で、衰えているところがないか

チェックするためのもので、全25項目の質問で

構成されています。

無尽（むじん）とは、月1回程度特定のメンバー

で集まって飲み会や食事会を開き、食事代とは

別にお金を徴収して積み立てる山梨県独特の文

化のことです。

回覧板とは

地区の代表者

（発信者）

A

B

C

D

「いーばしょ」とは

高齢者が住み慣れた地域において、健康でいき

いきとした生活を送ることができるよう自由に

集い、交流する通いの場のことをいいます。

現在、都留市には25か所あります。

家から家に順番に回し、情報を伝達する道具

です。Aは、周知する資料を回覧板に挟みB宅

に届け、Bは届いた回覧板を見たらＣ宅に届け

ます。こうして順番に回していき、最終的に回

覧板は、Ａ宅に戻る仕組みです。


